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アフタ ー コロナの次代へ

東点大学 京都大学 北海道大学 長岡技術科学大学

東京外国語大学 宇都宮大学 大阪大学 広島大学 九州大学

北九州市立大学 東京理科大学 国際基督教大学

順天堂大学 千棄裔科大学 聖学院大学 神奈川大学

国際大学 青山学院大学 中央大学 H白大学

関西学院大学 大阪医科薬科大学 京都外国語大学

龍谷大学 ノ ートルダム清心女子大学 立命館大学
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未来を創る大学の実践
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UNIVERSITY 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
学
生
の
学

び
を
止
め
ず、

誰
一

人
取
り
残
さ
な

い
よ
う、

龍
谷
大
学
は
特
別
に
学
長

補
佐
を
据
え
て
組
織
的
な
対
応
を
講

じ
て
き
た。
2
0
2
0
年
4
月
の
初

旬
に
は、

学
生
の
ニ
ー
ズ
を
す
く
い

上
げ、

機
動
的
な
対
応
を
図
る
た
め

の
「
学
生
応
援
方
策
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ」

を
発
足。
学
生
の
多
く
が
厳
し

い

学
生
生
活
に
直
面
し
て
い
る
事

実
を
踏
ま
え、
法
人
と
し
て
新
た
に

総
額
14
.

6

億
円
の
補
正
予
算
を

組
み、
一

律
3
万
円
の
給
付
奨
学
金

や
経
済
支
援
奨
学
金
も
用
意
し
た。

そ
し
て、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応

学
生
支
援
募
金」

と
し
て

学
内
外
の
個
人
・

団
体
か
ら
寄
付

を
経
り、

そ
れ
を
財
源
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

形
成
支
援
な
ど
の

各
種
サ

ポ
ー
ト
を
実
行。
教
員
や
職
員、

学

生
が
一

丸
と
な
り、

コ
ロ
ナ
禍
が
も

た
ら
し
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

だ。
「
お
互
い
に
支
え
合
う
意
識
を

「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」
を

体
現
し
た
学
生
支
援

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す。
建
学
の

精
神
に
基
づ
く
本
学
の
教
育
・

研

究
は、

ま
さ
し
く
人
類
の
命
題
に
応

え
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う」

他者に寄り添う教育 ． 研究の実践

コロナの時代であればこそ加速する 「仏教SDGs 」

高
め、

そ
れ
ぞ
れ
が
日
常
生
活
で

『
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
』
た
め
の
行

動
を
徹
底
す
る
こ
と
は、

S
D
G
S

達
成
へ
の
第
一

歩
に
な
り
ま
す」

と

入
澤
学
長
は
語
る。

同
年
4
月
の
下
旬
に
は、

学
生
の

状
況
を

把
握
す
べ

く

緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施。
そ
の
結
果、

「
保
護
者
の
収
入
が
減
少
し
た」
「
学

生
本
人
が
ア
ル
バ

イ
ト
で
き
な
く

な
っ
た」

と
い
っ
た
経
済
面
の
問
題

が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に、
一

人

暮
ら
し
の
学
生
の
半
数
以
上
が
食

生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
判
明
す
る。
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
の
が
「
食
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク

ト」

だ。
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
中

に
は、
一

人
暮
ら
し
の
学
生
・

留
学

生
に
対
し
て
1
回
あ
た
り
5
日
分

の
食
材
を
無
償
で
配
布
し
た。

食
材

調
達
に
お
い
て
は、

龍
谷
大
学
と
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
滋
賀
県
東

近
江
市
か
ら
1
ト
ン
分
の
米
の
提

供
を
受
け
た
ほ
か、

農
学
部
の
実
習

先
で
栽
培
し
て
い
る
農
作
物
な
ど

も

活

用。

利

用

者
は

1

週

間
で

1
2
0
0
名
以
上
を
記
録
し
た。

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
は、

学
外

企
業
・

団
体
と
連
携
し
た
有
償
提

供
に
切
り
替
え
た。
支
援
の

輪
は

大
き
く
広
が
り、

龍
谷
大
学
の
取

り
組
み
に

賛
同
し
た

航
空
会
社

P
e
a
c
h
 A
vi
ati
o
n

や
大
阪
王
将、

コ
カ
・
コ
ー
ラ、

京
都
生
協
を
は
じ

め、

20
社
を
超
え
る
企
業
・

団
体
か

ら
食
材
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た。
ま
た、
こ
の
段
階
か
ら、

配

布
作
業
に
携
わ
る
ア
ル
バ

イ
ト
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
食
支
援
の
対
象
と

な
る
学
生
を
直
接
屈
用。
日
払
い
で

給
与
を
支
給
し、

経
済
面
の
サ
ポ
ー

ト
も
同
時
に
行
っ
た。
約
3
カ
月
間

に
わ
た
る
食
支
援
は、
深
草·
大
宮
・

瀬
田
の
3
キ
ャ
ン
パ
ス
で
計
25
回

行
わ
れ、

延
べ
6
0
0
0
名
近
く
の

学
生
に
対
し、

約
5
万
2
5
0
0
食

が
配
ら
れ
た。

さ
ら
に、

食
に
よ
る
つ
な
が
り
は

地
域
に
も
拡
大。
「
地
域
飲
食
店
協

働
ス
キ
ー
ム
」

と
し
て、

近
隣
の
提

携
飲
食
店
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
を

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
浄
土
真
宗

の
精
神」

の
下、

い
つ
の
時
代
も
教

育
·

研
究
を
通
し
て
社
会
に
貢
献

し
続
け
て
き
た
龍
谷
大
学。
近
年

は、
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会

を
目
指
す
S
D
G
S
と、
『
摂
取
不

捨』
（
す
べ
て
の
者
を
お
さ
め
と
っ

て
見
捨
て
な
い
）

と
い
う
仏
教
の
考

え
方
に
共
通
点
を
見
い
だ
し、
「
仏

教
S
D
G
S
」

と
い
う
独
自
の
視
点

で
多
様
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

発
生
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

や
困
難
が
顕
在
化
し
た
中、

仏
教

S
D
G
S
が
持
つ

社
会
的
意
義
に

よ
り
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る。
入
澤
崇
学
長
は
こ
う
話
す。

「
人
類
は
文
明
の
発
展
に
伴
う
開

発
行
為
で、

地
球
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た。
現
在
の

世
界
に
山
積
す
る
問
題
の
多
く
は

人
間
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
す。

そ
の
た
め、
S
D
G
S
の
達
成
に
は、

ま
ず
私
た
ち
が
ど
う
い
う
存
在
な

の
か
を
見
つ
め
直
し、

社
会
の
た
め

に
尽
く
す
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん。

こ
う
し
た
姿
勢
は
今
般
の
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
る
う
え
で
も、

重
要

配
布
す
る
な
ど、

学
生
の
食
生
活
を

支
え
る
と
同
時
に、

コ
ロ
ナ
禍
で
経

済
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
飲
食

店
を
支
援
し、

地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
事
業
を
展
開
し
た。

龍
谷
大
学
の
学
生
支
援
は、

経
済

面
や
健
康
面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
2
0
2
0
年
9
月
か
ら、

新
た

な
通
学
ル
ー
ト
を
確
保
し、

J
R
大

津
駅
前
＼
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
間
に

お
け
る
直
行
バ

ス
の

運
行
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ、

3
密
に
つ
な
が
る
通

学
時
の
混
雑
緩
和
を
図
っ
て
い
る。

コ
ロ
ナ
禍
は
い
ま
だ
収
束
の
兆
し

を
見
せ
な
い
が、

今
後
も
学
生、

そ

し
て
社
会
に
目
を
向
け、
耳
を
傾
け

続
け
て
い
く。

コ
ロ
ナ
禍
で
い
っ
そ
う
古
堕
ま
る

仏
教
S
D
G
S
の
社
会
的
意
義

「食支援プロジェクト」の活動風景

東洋経済ACADEMIC



未来を創る大 学の実践

University Information 

龍谷大学 RYUKOKU UNIVERSITY 

〒612-8577京都府京都市伏見区深草塚本町67

URL: https:/ /www.ryukoku.ac.jp/ 霞
「龍谷大学基本構想400」を推進

世界の平和に寄与するプラットフォ ー ムへ

お
い
て 、
社
会
間
題
の
解
決
を
主
目

的
と
し
た
「

ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス」
の
起
業
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

る 。
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
ム
ハ

マ
ド
・

ユ
ヌ
ス
博
士
と
の
会
談
を

経
て
設
立
さ
れ
た
「

ユ
ヌ
ス
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
リ
サ
ー

チ
セ
ン

タ
ー
(
Y

S

B

R

C
)」
は 、
大
学
と
社

会
を
結
ぶ
研
究
拠
点 。
2

0

2

0

年

12
月
に
は 、
Y

S

B

R

C

が
京
都
信

用
金
庫
な
ど
京
都・
滋
賀
の
信
用

金
庫
3

社
と
と
も
に 、
社
会
問
題
の

解
決
に
取
り
組
む
中
小
企
業
を
可

視
化
す
る
「

ソ
ー

シ
ャ
ル
企
業
認
証

制
度」
を
創
設
し
た 。
Y

S

B

R

C

内
に
第
三
者
機
関
を
設
置
し 、
3

信

金
が
計
画
策
定
や
申
請
補
助
を
実

施 。
認
証
は
企
業
へ
の
信
用
や
共
感

を
生
み 、
地
域
経
済
の
持
続
的
成
長

に
つ
な
が
っ
て
い
く 。

龍
谷
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
兵
庫
県

洲
本
市
で
は 、
「

ユ
ヌ
ス
ソ
ー

シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー

洲
本

ブ
ラ
ン
チ」
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し

た 。
淡
路
島
内
の
活
性
化
事
業
に
参

加
す
る
学
生
・

教
貝
ら
の
活
動
拠

点
に
な
る
と
と
も
に 、
地
元
の
住

民・
企
業
が
シ
ェ
ア
す
る
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
さ
れ

る 。
こ
れ
ま
で
龍
谷
大
学
と
洲
本
市

で
は 、
「

龍
谷
フ
ロ
ー
ト
ソ
ー
ラ
ー

,unus �oclal tiusmess Hesearcn cen↑er 

ユヌスソ＝ンャルビジネスリサ_·

ヽ'·•
湘東信用金

心
理
学
部
の
開
設
と

仏
教
S
D

G
S

推
進
協
議
会
の
設
阻

パ
ー
ク
洲
本」
の
太
陽
光
発
電
に
よ

る
地
域
活
性
化
の
財
源
づ
く
り
と

い
っ
た
域
学
連
携
事
業
が
行
わ
れ
て

き
た 。
洲
本
ブ
ラ
ン
チ
の
誕
生
を
機

に 、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
な
ど 、
さ

ら
な
る
進
展
が
見
込
ま
れ
る 。

ま
た 、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
数

で
関
西
4
位
の
龍
谷
大
学
で
は 、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト「
プ
レ
ゼ
ン

龍」
を
毎
年
開
催
し
て
い
る 。
開
始

20

年
の
節
目
と
な
っ
た
2

0
2

0

年

度
は
前
年
度
に
引
き
続
き 、「
プ
レ
ゼ
ン

龍
x

S

D

G
S」
を
テ
ー

マ
に
設

定 。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ 、
学
生
た
ち
が

S
D

G
S

の
観
点
に
立
っ
た
多
彩
な

プ
ラ
ン
を
提
案
し
た 。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も 、
社
会
起
業
家
の「
芽」
が
力
強

く
育
ま
れ
て
い
る 。

コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
が
蔓
延
し 、
混

迷
を
極
め
る
現
代 。
龍
谷
大
学
は

人
々
の
心
に
巣
く
う
闇
を
照
ら
す

べ
く 、
2

0

2

3

年
4

月
に
「

心
理

学
部（
仮
称）」
の
開
設
を
予
定
し
て

い
る
（
設
置
構
想
中） 。
今
や
心
理
的

課
題
の
解
決
に
は 、
被
支
援
者
だ
け

で
は
な
く 、

家
族
や
知
人
な
ど
の
関

龍谷大学のユヌスソーシャルビジネスリサーチセンターと京滋3信金が「ソーシャル企業認証制度」に関する協定を締結

THEインパクトランキング2021
総合順位「国内私大4位」にランクイン

龍谷大学は、強みを生かせる分野として下記の目

標にエントリ ー。総合順位で国内私大4位（タイ）

に入るとともに、目標17の「SDGs教育」において

特に高い評価を受けた。

園 C)
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龍
谷
大
学
は 、
2

0
3
9

年
の
創
立

4

0

0

周
年
に
向
け
て 、
長
期
計
画

「
龍
谷
大
学
基
本
構
想
4
0
0」
を
推

進
し
て
い
る 。
軸
と
な
る
の
は 、
自
ら

の
行
い
や
属
す
る
集
団
を
常
に
省
み

て 、
他
者
の
た
め
に
尽
力
す
る
行
動
哲

学「
自
省
利
他」 。
そ
し
て 、
こ
の「
自
省

利
他」
の
心
を「
ま
ご
こ
ろ」
と
い
う
言

菓
に
置
き
換
え
て 、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て「『
ま
ご
こ
ろ
S
M
a
g
o
k
o
r
o

S』
あ
る
市
民
を
育
み 、
新
た
な
知
と

価
値
の
創
造
を
図
る
こ
と
で 、
あ
ら

ゆ
る『
壁』
や『
違
い』
を
乗
り

越
え 、
世

界
の
平
和
に
寄
与
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー

ム
と
な
る」
こ
と
を
掲
げ
る 。

人
類
が
連
帯
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
は 、
コ
ロ
ナ
禍
で
分
断
が
進
む

社
会
に
お
い
て
切
実
に
求
め
ら
れ
て

い
る
テ
ー

マ
だ 。
ま
さ
に
次
代
の
要

請
に
応
え
る
構
想
と
言
え
よ
う 。

基
本
構
想
4
0
0
で
は 、
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
仏
教
S
D

G
S

の
推

進
を
挙
げ
て
お
り 、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
資
す
る
多
彩
な
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
る 。
龍
谷
大
学
生
物

多
様
性
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
「

環

境
D

N

A

分
析
に
よ
る
生
物
モ
ニ
タ

リ
ン
グ」
も
そ
の一
っ 。
こ
れ
は
河
川・

係
者
に
対
す
る
間
接
的
支
援
も
欠

か
せ
な
い 。
同
学
部
で
は 、
こ
う
し

た
集
団
に
対
す
る
支
援
で
必
要
な

心
理
学
的
知
識
が
身
に
付
く
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
構
築 。
民
間
企
業
や
学

校
現
場
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
を
H
指
す 。
仏

教
は 、
世
界
で
初
め
て
心
の
解
明
に

挑
ん
だ
宗
教 。
浄
土
真
宗
の
精
神
を

建
学
の
精
神
と
す
る
大
学
な
ら
で

は
の
教
育
に
期
待
が
膨
ら
む 。

多
彩
な
研
究
活
動
か
ら
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
支
援 、
社

会
的
要
請
に
応
え
る
教
育
の
展
開

ま
で 、
ま
す
ま
す
勢
い
を
増
す
龍
谷

大
学
の
取
り
組
み 。「
T
H
E
イ
ン
パ

ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
2

0

2

l」
の
総

合
順
位
で
国
内
私
大
4
位（
タ
イ）
に

入
る
な
ど 、
そ
の
評
価
は
高
い 。
さ
ら

に
2

0
2

1

年
度
か
ら 、
全
学
的
な

龍
谷
大
学
は 、
仏
教
S

D

G
S

に

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
し
て

社
会
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む

環
境
問
題
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ま
で

S

D

G
S

に
資
す
る
多
彩
な
研
究

池•
海
に
お
け
る
生
態
調
査
を
生
物

の
捕
獲
な
し
で
行
う
技
術
で 、
コ
ッ
プ

l
杯
の
水
を
く
み 、
解
析
す
る
だ
け

で
生
態
情
報
を
大
量
に
取
得
で
き

る 。
例
え
ば 、
外
来
種
の
増
加
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
琵
琶
湖
で 、
そ
の
領

向
を
把
握
し
て
早
期
に
対
策
を
講
じ

た
り 、
駆
除
後
の
経
過
観
察
に
役
立

て
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
だ 。
水
産

資
源
の
保
全
や
水
環
境
改
善
へ
の
貢

献
が
期
待
さ
れ
る 。

ま
た 、
S
D
G
S

の
目
標
5
で
あ
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
は
そ
の
実
現
が
叫

ば
れ
て
久
し
い
が 、
男
女
格
差
は
根
強

く
残
る 。
仏
教
界
も
例
外
で
は
な
い 。

こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
議

論
を
進
め
る
べ
く

誕
生
し
た
の
が

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー」

だ 。
37

名
の
研
究
員
と
4
つ
の
ユ
ニ
ッ

ト
か
ら
な
る
同
セ
ン
タ
ー

で
は 、
仏
教

を
は
じ
め
と
す
る
諸
宗
教
を
ジ
ェ
ン

ダ
ー

の
視
点
か
ら
考
察 。
男
性
中
心
の

宗
教
界
を
問
い
直
し 、
得
ら
れ
た
知
見

を
社
会
に
還
元
す
る 。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

宗
教
を
結
び
付
け
る
斬
新
な
試
み
が

S
D
G
S
の
達
成
を
促
し
て
い
く 。

体
制
で
仏
教
S

D

G
S

を
よ
り
強
力

に
進
め
る
た
め 、
「

仏
教
S
D

G
S

推

進
協
議
会」
を
学
内
に
設
懺
し
た 。
白

石
克
孝
副
学
長
(
S
D

G
S

担
当）
は

こ
う
語
る 。

「
龍
谷
大
学
と
し
て
S

D

G
S

に

向
き
合
う
た
め
の
成
果
が
出
始
め
た

か
ら
こ
そ 、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

そ
れ
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
着
手

す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た 。
教
職
員

や
各
部
署
が
組
織
の
枠
を
超
え
て
連

携
し 、
一
丸
と
な
っ
て
仏
教
S

D

G
S

を
推
進
し
ま
す 。
将
来
的
に
は 、
全
国

24
法
人
•

72

校
か
ら
な
る
龍
谷
総
合

学
園
の
基
盤
を
生
か
し 、
中
高
大
連

携
で
の
取
り
組
み
も
視
野
に
入
れ
て

い
ま
す」

新
た
な
推
進
母
体
を
設
け
て 、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
龍
谷
大
学 。
豊
か

な
未
来
に
向
け
た
挑
戦
は
続
く 。

東洋経済ACADEMIC
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龍
谷
大
学

株
式
会
社
ア
カ
イ
ノ
ロ
シ

代
表
取
締
役

矢
野

龍
平

政
策
学
部

2
0
1
8
年
度
卒
業

取
締
役

＿
二
輪

浩
朔

政
策
学
部

2
0
1
8
年
度
卒
業

ア
ガ
族
は、
タ
イ
北
部
の
山
岳
地
帯

に
暮

学
少
数
民
族
で
す。
彼
ら
は

コ
—
ヒ
—
栽
培
に
よ
っ
て
生
計
を
立

て
て
い
る
の
で
す
が、
現
金
収
入
に
な

り
に
く
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

タ
イ
の
少
数
民
族
が
つ
く
る

n
ー
ヒ
ー
豆
を
輸
入•
販
亮゚

持
続
可
能
で
フ
ェ
ア
な
流
通
の
実
現
へ

ま
す。
私
た
ち
は
学
生
時
代、
ゼ
ミ
活

動
の一
環
で
現
地
を
訪
れ、
コ
ー
ヒ
ー

豆
の
生
産
工
程
を
と
も
に
体
験
す
る

中
で、
そ
の
味
わ
い
に
感
動。
ア
カ
族

の
す
ば
ら
し
い
コ
ー
ヒ
—
を
よ
り
広

く
届
け、
生
産
者
の
所
得
向
上
や
雇
用

創
出
に
も
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た。

帰
国
後、
学
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

ド
ラ
ゴ
ン

コ
ン
テ
ス
ト「
プ
レ
ゼ
ン
龍」
へ
の
出

場
を
経
て、
在
学
中
に
設
立
し
た
の

が
ア
カ
イ
ノ
ロ
シ
で
す。
現
地
の
農

園
に
通
っ
て
生
産
か
ら
関
わ
り、
輸

入・
販
売
を
実
施。
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

な
取
引
を
実
現
し、
ア
カ
族
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
中
心
に
多
彩
な
商
品
を

提
供
し
て
い
ま
す。
2
0
2
0
年
10

月
に
は、
京
都・
西
陣
に
自
家
焙
煎
コ
ー

ヒ
ー
専
門
店「
L
a
u
g
h
t
e
r」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た。
今
後
は
タ

イ
政
府
と
の
連
携
も
深
め
な
が
ら

事
業
を
拡
大
し、
取
り
扱
う
商
品
の

幅
を
広
げ
る
予
定
で
す。
環
境
や
社

会
へ
の
配
慮
と
い
う
理
由
で
は
な

く、
「
本
当
に
い
い
も
の
だ
か
ら
買

お
う」
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め、
品

質
に
は
い
っ
さ
い
妥
協
し
ま
せ
ん。

S
D
G
S
に
興
味
が
な
く
て
も、
当

社
の
商
品
を
買
う
こ
と
で
自
然
と

そ
の
利
益
が
誰
か
に
還
元
さ
れ、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
つ
な

が
っ
て
い
く
仕
組
み
を
構
築
し
た

い
で
す。


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



